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意見・根拠・
「理由づけ」で、
論理的に考える力を

育む
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問
題
１
▼
次
の
文
章
に
は
、
適
切
な

根
拠
が
示
さ
れ
て
い
る
か
。
な
ぜ
そ

う
考
え
た
か
も
合
わ
せ
て
答
え
よ
う
。

①  

伝
統
文
化
は
大
切
に
す
べ
き
だ
。

な
ぜ
な
ら
、
と
て
も
大
事
な
も
の

だ
か
ら
だ
。

②  

文
化
祭
の
学
級
展
示
に
つ
い
て
、

ク
ラ
ス
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た

と
こ
ろ
、
三
十
五
名
中
、
三
十
名

が
、「
動
画
を
作
っ
て
発
表
し
た

い
」
と
答
え
た
。
こ
の
ク
ラ
ス
の

展
示
は
動
画
に
す
る
べ
き
だ
。

③  

敬
語
を
使
う
必
要
は
な
い
。
尊
敬

の
気
持
ち
は
、
敬
語
を
使
わ
な
く

て
も
、
自
然
に
相
手
に
伝
わ
る
と

思
う
か
ら
だ
。

問
題
２
▼
次
に
示
し
た
意
見
と
根

拠
を
結
び
付
け
る
理
由
づ
け
を
考
え

よ
う
。

①  ［
意
見
］
私
は
、
ご
み
袋
に
名
前

を
書
く
こ
と
に
賛
成
だ
。

　

  ［
根
拠
］
こ
の
制
度
を
取
り
入
れ

た
Ｎ
市
で
は
、
ご
み
が
前
の
年

よ
り
八
パ
ー
セ
ン
ト
減
っ
た
。

②  ［
意
見
］
私
た
ち
は
、
も
っ
と
基

礎
体
力
を
強
化
す
べ
き
だ
。

　

  ［
根
拠
］
先
週
の
試
合
で
は
、
後

半
、
疲
労
で
プ
レ
ー
が
乱
れ
、

相
手
チ
ー
ム
に
逆
転
さ
れ
た
。

■
意
見
と
根
拠
の
結
び
付
き

■
根
拠
と
は

　根
拠
を
示
す
と
き
は
、
そ
の
根
拠
が
意
見
と
ど
の

よ
う
に
結
び
付
く
の
か
を
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
を
理
由
づ
け
と
い
う
。
無
理
の
な
い
理
由
づ
け

は
、
意
見
の
説
得
力
を
高
め
る
。

　意
見
の
正
し
さ
や
有
効
性
を
証
明
す
る
も
の
を
、

根
拠
と
い
う
。
意
見
を
述
べ
る
と
き
に
は
、
根
拠
を

明
確
に
示
す
必
要
が
あ
る
。

　根
拠
は
、
意
見
の
信
頼
性
を
高
め
る
た
め
に
あ
る
。

だ
か
ら
、
人
に
よ
っ
て
異
な
る
考
え
で
は
な
く
、
誰

が
見
て
も
変
わ
ら
な
い
事
実
を
示
す
こ
と
が
大
切
だ
。

　意
見
を
聞
い
た
り
、
伝
え
た
り
す
る 

と
き
に
は
、
次
の
点
を
確
認
し
よ
う
。

根
拠
が
示
さ
れ
て
い
る
か
。

 

正
確
で
客
観
的
な
事
実
を
根
拠
に
し
て
い
る
か
。

 

理
由
づ
け
に
無
理
は
な
い
か
。

チェックポイント 情報
　「根
拠
」
と
い
う
の
は
、「
証
拠
」

の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。
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テ
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礎
ソ（い

し
ず
え
）

新
出
漢
字

理
由
づ
け

　

 

　
　
　
　仕
事
で
家
を
空
け
る
こ
と
が

多
い
探
偵
は
、
毎
日
散
歩
を
さ
せ
る
の

が
難
し
い
か
ら
。

　探偵は、猫より
犬を飼うべきだ。

　探偵は、犬より
猫を飼うべきだ。

猫は、散歩をさせなくてもよい。

正確で客観的な事実根 拠

　体力のいる探偵は、
毎日犬と散歩して体
をきたえたほうがよ
いから。

　仕事で家を空ける
ことが多い探偵は、
毎日散歩をさせるの
が難しいから。

「理由づけ」によっては、同じ「根拠」から、 

異なる「意見」が導かれることもある。

③「
事
実
」
を
根
拠
に
す
る
と
…
…

意 見 意 見

理由づけ 理由づけ

　こ
れ
だ
け
で
は
、
聞
く
価
値
の

あ
る
意
見
か
判
断
で
き
な
い
。

　「犬
の
ほ
う
が
、
か
わ
い
い
」
と

思
っ
て
い
る
人
は
説
得
で
き
な
い
。

　確
か
に
そ
う
だ
。
で
も
、
な
ぜ

そ
れ
が
、
猫
を
飼
う
理
由
に
？

　そ
の
と
お
り
。
意
見
の
正
し
さ
を

裏
づ
け
る
「
証
拠
」
が
「
根
拠
」
だ
。

　だ
か
ら
、
根
拠
の
な
い
意
見
や
、

根
拠
が
不
確
か
な
意
見
は
、
信
用
し

な
い
ほ
う
が
い
い
。

①
根
拠
が
な
い
と
…
…

 

探
偵
は
、
犬
よ
り
猫
を
飼
う
べ
き
だ
。

意
見

②「
考
え
」
を
根
拠
に
す
る
と
…
…

 

探
偵
は
、
犬
よ
り
猫
を
飼
う
べ
き
だ
。

意
見

 

猫
の
ほ
う
が
、
か
わ
い
い
。

根
拠

 

探
偵
は
、
犬
よ
り
猫
を
飼
う
べ
き
だ
。

意
見

 

猫
は
、
散
歩
を
さ
せ
な
く
て
も
よ
い
。

根
拠

根
拠

 

猫
は
、
散
歩
を
さ
せ
な
く
て
も
よ
い
。

意
見

 

探
偵
は
、
犬
よ
り
猫
を
飼
う
べ
き
だ
。

　あ
な
た
の
意
見
に
納な

っ

得と
く

し
た
。

猫
を
飼
う
こ
と
を
検
討
し
よ
う
。

漢
字
の

練
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　意
見
を
読
ん
だ
り
、
聞
い
た
り
す
る

と
き
に
は
、
次
の
点
を
確
認
し
よ
う
。

�

客
観
的
で
信
頼
性
の
高
い
事
実
を

根
拠
と
し
て
い
る
か
。

�

適
切
な「
理
由
づ
け
」
を
明
確
に
示

し
て
い
る
か
。

�

適
切
な
根
拠
と
「
理
由
づ
け
」
を
、

複
数
提
示
し
て
い
る
か
。

チェックポイント 情報

130

吟
ギ
ン

130

把
ハ

131

致
チい

た
す

新
出
漢
字

問
題
１
▼
次
の
文
章
を
根
拠
と
「
理

由
づ
け
」
の
観
点
で
吟
味
し
、
問
題

点
や
、
不
足
し
て
い
る
情
報
を
指
摘

し
よ
う
。

①  

給
食
の
メ
ニ
ュ
ー
に
、
地
域
の
伝

統
食
を
取
り
入
れ
る
べ
き
だ
。
生

徒
総
会
で
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
過

半
数
の
支
持
を
得
た
か
ら
だ
。

②  

あ
な
た
は
こ
の
本
を
買
う
べ
き
だ
。

こ
の
本
を
買
っ
た
三
人
の
読
者
が

全
員
、「
役
に
立
っ
た
」
と
言
っ

て
い
る
か
ら
だ
。

③  

中
学
校
の
体
育
で
、
サ
ッ
カ
ー
を

す
る
時
間
を
増
や
す
べ
き
だ
。

サ
ッ
カ
ー
を
通
し
て
、
ク
ラ
ス
メ

イ
ト
と
の
き
ず
な
を
深
め
ら
れ
る

か
ら
だ
。

■
根
拠
の
適
切
さ
を
吟
味
す
る

　文
章
を
読
ん
だ
り
、
話
を
聞
い
た
り
す
る
と
き
に
は
、

筆
者
や
話
し
手
の
意
見
が
、
ど
ん
な
根
拠
に
基
づ
き
、

意
見
と
ど
の
よ
う
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
か
（「
理
由

づ
け
」）
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
う
え
で
、

示
さ
れ
た
根
拠
や
「
理
由
づ
け
」
が
適
切
か
ど
う
か
を
、

次
の
よ
う
な
観
点
で
吟
味
し
て
み
よ
う
。

問
題
２
▼
次
の
①
〜
④
の
う
ち
、

幾
つ
か
の
事
柄
を
使
っ
て
、
Ａ
さ
ん

の
意
見
の
説
得
力
を
高
め
よ
う
。

①  

手
紙
に
は
、
封
筒
と
便
箋
を
選
ぶ

楽
し
み
が
あ
る
。

②  

手
紙
は
、
も
ら
っ
た
人
が
何
度
も

読
み
返
す
こ
と
が
で
き
る
。

③  

手
紙
は
、
時
間
を
か
け
て
言
葉
を

選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

④  

私
な
ら
、
電
話
よ
り
も
手
紙
を
も

ら
っ
た
ほ
う
が
う
れ
し
い
。

■�

意
見
の
説
得
力
を
高
め
る
に
は

　適
切
な
根
拠
を
「
理
由
づ
け
」
と
と
も
に

示
す
こ
と
で
、
意
見
の
説
得
力
が
高
ま
る
。

⃝
 

客
観
的
で
信
頼
性
の
高
い
事
実
を
根
拠
と

す
る
。

　→ 

主
観
や
解
釈
が
入
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

⃝
 

適
切
な
「
理
由
づ
け
」
を
示
す
。

　→  

根
拠
と
し
た
事
実
が
、
ど
の
よ
う
に
意

見
を
支
え
て
い
る
か
を
明
確
に
す
る
。

⃝
 

根
拠
と
「
理
由
づ
け
」
を
複
数
用
意
す
る
。

　→  

複
数
の
根
拠
を
、
適
切
な
「
理
由
づ
け
」

に
よ
っ
て
意
見
に
結
び
付
け
ら
れ
れ
ば
、

意
見
の
信
頼
性
が
高
ま
る
。

根
拠
の
吟
味

思
考
の
レ
ッ
ス
ン
1

①
客
観
的
な
事
実
を
根
拠
と
し
て
い
る
か

②

根
拠
と
す
る
事
実
に
信
頼
が
置
け
る
か

③

適
切
な
「
理
由
づ
け
」
が
示
さ
れ
て
い
る
か

　私
た
ち
の
ク
ラ
ス
は
、
今
年
の
文
化
祭
で
、

ダ
ン
ス
に
取
り
組
む
べ
き
だ
。

意見
　ダ
ン
ス
が
い
ち
ば
ん
盛
り
上
が
る

か
ら
。

　ど
う
し
て
、
そ
う
言
い
切
れ
る
の
。

　同
じ
グ
ル
ー
プ
の
友
達
に
き
い
た

ら
、
み
ん
な
、
ダ
ン
ス
が
好
き
だ
と

言
っ
て
い
た
か
ら
。

　他
の
グ
ル
ー
プ
の
人
は
ど
う
か
な
。

　ク
ラ
ス
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、

ダ
ン
ス
に
取
り
組
み
た
い
と
い
う
回

答
が
三
割
を
超
え
た
か
ら
。

　三
割
は
多
い
の
か
な
。
根
拠
と
し

て
適
切
か
ど
う
か
は
、「
理
由
づ
け
」

が
な
い
と
判
断
で
き
な
い
…
…
。

A
さ
ん
の
意
見

　私
は
、
友
達
に
謝
る
と
き
に

は
、
電
話
よ
り
手
紙
で
気
持
ち

を
伝
え
た
ほ
う
が
よ
い
と
考
え

る
。
手
紙
の
ほ
う
が
、
思
い
や

考
え
が
伝
わ
る
か
ら
だ
。

　クラスの演目で
は、クラスの皆が
やりたいことに取
り組むべきだから。

　文化祭では、在
校生に楽しんでも
らえる演目を選ん
だほうがよいから。

　私たちのクラスは、今年の文化祭で、ダンスに取り組むべきだ。

意見

理由づけ理由づけ

　昨年度の在校生全員へ
のアンケートでは、「ダン
スが楽しかった。」と答
えた人が最も多かった。

　クラスの約６割の人が、
体育の授業でダンスを選
択している。

　クラスでアンケートを�
取った結果、「文化祭では
ダンスに取り組みたい。」
という声が8割に達した。

根拠３根拠２根拠１

客観的で信頼性の高い事実を複数示すのが理想

「理由づけ」
（意見と根拠
の結び付き）
を明確にする。

「理由づけ」
（意見と根拠
の結び付き）
を明確にする。

漢
字
の

練
習

　確かな根拠に基づく意見
であっても、無理のない「理
由づけ」が示されるかどうか
で、説得力が変わってくる。

　情報過多ともいわれる現代社会。さまざまな媒体から
必要な情報を取り出したり、情報と情報との関係を把握
したりすることは、自分の判断を確かなものにするうえ
で極めて重要なスキルです。
　「思考のレッスン」は、原因と結果、意見と根拠など
情報と情報との関係について学ぶ小教材です。今回は、
論理的に考え、表現するのに有効な意見・根拠・「理由
づけ」についてご紹介します。

　意見を支える根拠としてふさわしいのは、正確で客観
的な事実です。さらに光村では、 意見と根拠を結び付け
る「理由づけ」にも目を向けさせています。いくら信頼
性の高い根拠が示されていても、意見と根拠の間に整合
性がなければ説得力は高まりません。「理由づけ」に目
を向けることで、情報と情報との関係の質を問い、論理
的に考え、判断する力を養うことができます。

意見・根拠・「理由づけ」の関係

　 　 生生かそかそうう!!

意 見 根 拠

理 由 づ け

意見の正しさや
有効性を証明するもの
　◦事実、確かな事柄
　◦客観性・信頼性の
　　高い情報

意見と根拠の
結び付き

筆者の意見とその根拠を捉える
根拠の客観性や「理由づけ」の適切さを吟味し、
意見の信頼性を判断する

１年「根拠を明確にして書こう」 説明 �
２年「適切な根拠を選んで書こう」 意見 �
３年「論理の展開を意識して書こう」 小論文 �

正確で客観的な事実を根拠として複数示す
無理のない「理由づけ」を考え、論理の展開を
工夫する

根拠の妥当性を評価しながら、聞いたり読んだりする
意見と根拠の結び付きに注意して自分の考えを伝える

２年
思考のレッスン 1
根拠の吟味

１年
思考のレッスン 1
意見と根拠

　2年生では、よ
り根拠の適切さや
意見の信頼性を吟
味する観点に！

１年「『言葉』をもつ鳥、シジュウカラ」�
２年「モアイは語る」�
３年「複数の意見を読んで、考えよう」

例えば… 例えば…

●　�メディアが伝える情報に接するとき
●　�話し合いや協働の場面で、他者の意見を�
踏まえて自分の意見を述べるとき 

例えば…

説明的な文章を「読む」場面で 自分の考えを「書く」場面で 日常的な場面でも

論理的に考える習慣を
　教科書の「チェックポイン
ト」は、「話すこと・聞くこと」
「書くこと」「読むこと」の言
語活動で積極的に活用するこ
とが大切です。意見・根拠・
「理由づけ」の関係を常に問
う姿勢が、論理的に考える力
を育みます。

ここ ががポイントポイント

で、

論理的に考える力を育む

意 見 根 拠

理 由 づ け

同じ事実を根拠にしていても……
　根拠として「正確で客観的な事実」が示されているかだけで
なく、「理由づけ」を意識して、 「なぜ、この根拠からこの意見が
導けるのか」を考えながら話を聞いたり、文章を読んだりする
ことで、意見の妥当性を判断 することができます。

ここ ががポイントポイント
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　令和６年度全国学力・学習状況調査では、少人数の話し合いの場面での発言から意見と根拠の
関係を捉える問題が出題されました。これは、令和５年度の同調査で課題が見られた「意見と根
拠など情報と情報との関係について理解すること」に係る同様の趣旨での出題でしたが、結果は
下表のとおり、正答率44.4%にとどまりました。

　令和７年度調査では、「情報の扱い方に関する事項」を直接的に扱う問題こそ出題されません
でしたが、「自分の考えが伝わる文章になるように、根拠を明確にして書くこと」の力を測る趣
旨の問題が出題され、正答率は31.2%でした。引き続き課題があると言えそうです。

※表中の◎＝正答。

文部科学省「令和 6 年度全国学力・学習状況調査報告書　中学校　国語」より引用

問題番号 問題の概要
選択肢

1 2 3 4 無解答

  １三 話合いの中の発言について説明したものと
して適切なものを選択する

◎

17.3 17.8 44.4 20.0 0.5

文部科学省「高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）解説　国語編」ならびに「中学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説　国語編」を基に作成

理 由 付 け

主 張 根 拠

論 拠
《中学校》

   根拠　�   ▶考えや言動の拠り所となるもの

《高等学校》

   根拠　�   ▶客観的な証拠や経験的な事実

   論拠　 �  ▶根拠と理由付け論 拠

根 拠

根 拠

全国学力・学習状況調査から見る
「意見と根拠」の現状と課題

　高等学校では、「現代の国語」の〔知識及び技能〕(2)「ア　主張と論拠など情報と情報との関係に
ついて理解すること。」が関連する指導事項です。平成 30 年告示の高等学校学習指導要領解説による
と、「論拠」とは「主張がなぜ成り立つかを説明するための根拠と理由付けのこと」であり、「根拠の
みならず、主張が妥当な理由付けに支えられていることを示すもの」と明確に定義されています。

「根拠」と「論拠」の関係


